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ブロイラーのそ嚢におけるCampylobacter jejuniの生存時間
○西井真理 1），安富政治 2）

1）京都農技セ畜セ　2）ヤストミ

1．はじめに：Lactobacillus spp.は、in vitroの条件下におい
てCampylobacter jejuniの増殖を阻害することが確認されて
いる。しかし、Lactobacillus spp.が優勢な細菌叢を形成して
いる鶏のそ嚢中において、C. jejuniに対する生育阻害は確認
されていない。我々は以前の研究において、ブロイラーに籾
米主体の飼料を給与するとそ嚢中の飼料の滞留時間が増加す
ることを確認したが、このことは、そ嚢中に滞留する細菌の
殺菌活性の観察を可能にした。本研究では、ブロイラーのそ
嚢に接種したC. jejuniに対するそ嚢の生育阻害を評価した。
2．材料および方法：全粒籾米を60％配合した飼料を自由摂取
させた26日齢のブロイラーにC. jejuniと二酸化チタン（TiO2）
の混合懸濁液を経口接種し、そ嚢内容物を 20 分間隔で 4 羽
ずつ 80 分まで採取し、C. jejuniおよびTiO2 を定量した。C. 
jejuniとTiO2 との懸濁液はそ嚢内に同じ比率で残存する。
従って、ある経過時間におけるそ嚢内容物中の各サンプルに
含まれるTiO2 と接種されたTiO2 の割合（そ嚢内のTiO2 /投
与されたTiO2）は、そ嚢内に残っているC. jejuniと投与され
たC. jejuniの割合を示している。さらに、接種後のある時間t
におけるそ嚢内に残っているC. jejuniに対するそ嚢内の生き

たC. jejuniの割合を生存率Scrop（t）と定義すると、Scrop（t）
＝（そ嚢中の生きたC. jejuni/投与されたC. jejuni）/（そ嚢中
のTiO2/投与されたTiO2）で算出できる。
3．結　果：そ嚢内容物中のTiO<下付き>2</下付き>残存
率は、60 分後においても接種量の 57％が残存していた。他
方、C. jejuniは、40 分後以降は接種時に比べて有意に少なく
なった。Scrop（t）をWeibull model にあてはめて、そ嚢内に
おける死滅事象の時間帯と平均生存時間を求めたところ、そ
れぞれ 30－40 分、37.1 分と求められた。
4．考察および結語：本研究の結果より、C. jejuniがそ嚢内
に 40 分以上残留すると、死滅に至ることが示された。
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管内ブロイラー農家での伝染性ファブリキウス嚢病発生事例
○森　一憲，坂田千鶴子
京都府中丹家保

1．はじめに：令和 5 年 10 月、管内ブロイラー農場で脚麻痺
と発育のばらつきがみられ、死亡・淘汰羽数が増加。病性鑑
定により伝染性ファブリキウス嚢病（IBD）を摘発したので、
その病性について調査を実施した。
2．材料および方法：発生農家は17万8千羽飼養のブロイラー
農場。発症は 20 日齢及び 33 日齢の肉用鶏（チャンキー種）。
臨床検査実施後、生体 6 羽の病理解剖を実施し、細菌検査、
病理組織学的検査、ウイルス検査を行った。
3．結　果：（1）臨床検査：横倒しになって脚をばたつかせる
個体と衰弱鶏の羽毛の逆立てを確認。有症鶏は鶏舎内に散在
しており、臨床検査から鳥インフルエンザは否定。（2）病理解
剖：1 羽で腹水の貯留と肝臓の濾胞形成を確認するも、外貌、
その他主要臓器、脳、坐骨神経、ファブリキウス嚢に異状な
し。（3）細菌検査：肝・腎から有意菌の検出なし。（4）病理組織
学的検査：全6羽のファブリキウス嚢のリンパ球減少とリンパ
濾胞の壊死を確認。（5）PCR検査：全 6 羽のファブリキウス嚢
からIBDV特異的遺伝子を検出（4）制限酵素断片長多型別：
ワクチン株とは異なる切断パターンを検出。（5）遺伝子解析：
2 種類のIBDV（抗原変異型、従来型）を確認。（6）ELISA抗体

検査：R2～R5 年度のAI強化モニタリング保存血清を用いた
ELISA抗体検査で発症月のS/P値の上昇を確認。（7）対応：従
来の空舎期間の消毒方法に塩素系消毒薬の追加を指導。指導
以降の入雛で異状なし。
4．考察および結語：本事例でのIBDについて、畜主はワク
チンでコントロールできている疾病と考えており、当所も剖
検時にファブリキウス嚢に異状がなかったことからIBD以外
を検索。他疾病の潜在的な要因になることから本病も念頭に
置いた病性鑑定が必要と考えられた。
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